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みんなで作ろう！

オンライン学会
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＃学会長挨拶

第17回和歌山県作業療法学会の学会長を務めます、琴の浦リハビリテーションセンターの

鍵野将平です。

「みんなで作ろう！オンライン学会」というテーマで学会を開催いたします。学会スター

ト時、運営メンバーからは「ん？？（これがテーマなんですね）すみません」と謝られたこ

とが記憶に残っております。皆様の中でもそう思われた方がおられるかと存じます。

しかし、このテーマには様々な想いが詰まっております。本学会は今までにないWeb開催

です。これを私一人が成し遂げられるなんて到底思っておりません。そしてそれは普段の臨

床現場、いや人生においても一人で成し遂げられることなんてほんの一部分でしかないと思

っております。そんな普段の思いから自然とこのテーマが浮かびました。またコロナ渦で

様々なことが制限され人と人との対面でのつながりが希薄になる反面、テクノロジーの進歩

によりWeb上でどこでも誰とでもつながることができる社会にもなりました。これまで遠方

で参加が難しかった、家事育児があるから参加できなかった等、様々な制約で参加が困難で

あった方々もおられるかと思います。そんな方々も一緒に、Web開催を活かして「みんなで

作るような学会を開催したい。」そんな思いから本学会のテーマを掲げました。

Web開催ですので、ラジオ感覚で聞くだけでも結構です。片耳にイヤホンをつけ、家事・

育児しながら参加することも可能ですし、また潮岬、高野山、北山村どこからでも参加する

ことが可能です。

本学会の内容は、作業療法を改めて問うことを主題とした企画を組んでおります。昨今の

作業療法士は、免許センターや学校、刑務所など活躍できる場が広がり、独自セミナーを設

立する方もいれば、YouTube、ブログなどのウェブサイトからの情報発信を行う方も増えて

います。多様な働き方、生き方ができるようになった現代だからこそ、改めて作業療法って

一体何？ということを各世代間や他職種の皆様と一緒に考え話し合うことができればと思っ

ております。またご参加頂く皆様からのご意見やご質問等も積極的に話の内容に盛り込み、

超参加型の企画にしたいと思っております。

一般演題におきましては、事前に動画や資料をWeb上で配信し質問を受け付けます。また

その質問は学会当日に座談会形式で演者の皆様にご回答頂いたり、後日Web上で返答する予

定となっております。積極的な質問をして頂きますようお願い申し上げます。

最後になりますが、私は今作業療法士になって9年、生まれてから32年経ちましたが未だか

つて一人で何かを成し遂げたことなんてありません。本学会においても同様、皆様の「力」

が必要です。「力」とは企画への参加と積極的な発言です。もちろん心理的安全を保つため

の様々な配慮をいたします。参加したことで、発言したことで前向きになれる、学びを多く

得ることができるような学会を運営して参ります。運営メンバー含め、ご参加いただく皆様

と一緒に本学会を成し遂げたいと思っております。

みんなで作る学会にぜひご参加ください！
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第１７回和歌山県作業療法学会

学会長 鍵野 将平

学会開催への意気込み

※学会長挨拶をYouTube

で公開しています。



県学会開催にあたり

２０２０年、今年の第17回和歌山県作業療法学会はオンライン

学会として開催します。

コロナ禍であっても、できるかぎり県士会事業は滞りなく運営

していきたい！と理事会で確認し合い、この県学会も中止ではな

く、開催することを決めました。しかしながら、当初は紀南地区

（田辺市）での開催予定で準備をしていただいておりましたが、

機器展示や体験企画など対面・接触の企画が盛りだくさんであっ

たことが裏目に出てしまい、次年度以降への持ち越しとなってし

まいした。そのような状況になりましたが、逆に今だからこそ県

内全域の会員が参加しやすくなる（はずである！）オンライン学

会をやってみよう！ということになりました。今学会を統括する

のは県学会運営委員長でもある鍵野理事です。企画の段階から若

手会員を中心に運営協力を依頼し、オンラインミーティングを何

度も重ねながら準備を進めてくれました。この段階から、まさに

テーマでもある「みんなで作ろう！オンライン学会」が始まって

います。きっと、皆が経験したことのない超参加型の学会が完成

していますので楽しみにしてください！そしてどこからでもアク

セスして学会参加ができますので、どしどしご参加下さい！是非

ともこの機会をお見逃しなく！！
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一般社団法人 和歌山県作業療法士会

会 長 川 雅弘

＃県士会長挨拶



【事前学会申し込み】
● 以下のフォームより，事前の学会申し込みが可能です．

https://forms.gle/VWFFMCn6rAnV5oYBA

【生涯教育ポイントの付与について】
● 本学会では，以下２つの条件を満たした方のみに，生涯教育

ポイントを付与する事とします．
①上記の事前申し込みを行なう
②学会終了後のアンケートに回答する
※アンケートは申し込み時に登録した，メールアドレスに学
会終了後に送られます．

【当日ZoomのURL取得方法】
● 事前に学会参加申込みされた方へ

申し込まれたメールアドレスにURLが届きます．
● 会員の方へ

事前参加申し込みをしていない場合でも，11月初旬に職場に
郵送された案内カードに書かれたパスワードを県士会ホーム

ページ上に入力することで，ZoomのURLを取得できます．

【参加費】
● 士会員，非会員ともに無料です．

【企画ごとの参加資格】
● 第1日目の学会への参加資格は，会員のみとなります．
● 第2日目〜7日目の企画へのご参加は県内外非会員の方のご参
加も可能です．
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＃参加者へのお知らせ

https://forms.gle/VWFFMCn6rAnV5oYBA
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Ⅰ日目 開催時間 内容

12月6日
（日）

１０：００〜１０：３０ 開会式・オープニング

１０：３０〜１２：３０

【企画１】

第二回生活行為
工夫情報コンテスト
【企画２】

一般演題 質疑応答
〜あなたの疑問は

みんなの疑問〜

２〜６日目 開催時間 内容

12月7日
（月）

２０：００〜２１：００ 【企画３−①】
OT第○世代２０代

12月8日
（火）

２０：００〜２１：００ 【企画３−②】
OT第○世代３０代

12月9日
（水）

２０：００〜２１：００ 【企画３−③】
OT第○世代

２０代後半〜３０代前半

12月10日
（木）

２０：００〜２１：００ 【企画３−④】
OT第○世代４０代

12月11日
（金）

２０：００〜２１：００ 【企画３−⑤】
OT第○世代５０〜６０代

7日目 開催時間 内容

12月12日
（土）

１０：００〜１１：３０ 他職種と共に考える、

作業療法 ♯とは？

１１：３０〜 閉会式

＃日程表



【一般演題 質疑応答～あなたの疑問はみんなの疑問～】
画面のON・OFF
座長、発表者は原則ONとしてください。参加者はON・OFFは自
由です。

質疑応答時の発言者はONとしてください。
ミュート設定

座長、発表者以外は原則としてミュート設定とします。参加者は、
発言時にミュートを解除してください。なお、参加者の発言に関
しては、座長または司会者が発言を促すタイミングでしていただ
き、それ以外での発言は原則としてご遠慮いただきます。

質疑応答の方法

発言または、チャット機能を使用いたします。また、名前と所属
を必ず述べてください。

名前の設定

原則としてフルネームでの設定をお願いいたします。

－企画ごとのZOOM詳細設定について－

※(注1) 第17回和歌山県作業療法学会はオンライン開催となった
ため、すべての企画でZOOMを使用します。

※(注2)学会参加、発表、出演問わず、皆様学会開催までに下記
URLまたはQRコードにアクセスし、「ZOOM接続マニュアル」
をご確認ください

【ZOOM接続マニュアルはこちら】
https://drive.google.com/file/d/1DT_9N6MzVL3Bt6dXVAksjh1P96o

J7vg2/view?usp=sharing

【それぞれの企画ごとのZoomルール】

※企画ごとに若干の違いがあります
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＃参加方法のお知らせ

https://drive.google.com/file/d/1DT_9N6MzVL3Bt6dXVAksjh1P96oJ7vg2/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1DT_9N6MzVL3Bt6dXVAksjh1P96oJ7vg2/view?usp=sharing


【OT第〇世代】

画面のON・OFF

出演者とファシリテーターは原則ONとしてください。参加者は
ON・OFF問いません。

ミュート設定

出演者とファシリテーター以外は原則ミュートでの参加を推奨い
たします。

質疑応答の方法

原則チャット機能を使用予定。名前(フルネーム)と所属を必ず記載
してください。

名前の設定

原則としてフルネームでの設定をお願いいたします。

【他職種座談会 #作業療法とは】

画面のON・OFF

司会者、出演者は原則ON設定としてください。
参加者はON・OFF問いません。

ミュート設定

座長、発表者以外は原則としてミュート設定とします。

質疑応答の方法

原則チャット機能を使用予定。名前(フルネーム)と所属を必ず記載
してください。

名前の設定

原則としてフルネームでの設定をお願いいたします。

【第2回生活行為工夫情報コンテスト】
画面のON・OFF
司会者、出演者(発表者含む)は原則ONとしてください。
参加者はON・OFF問いません。
ミュート設定
司会者、出演者(発表者含む)以外は原則としてミュート設定として
ください。

質疑応答の方法
原則チャット機能を使用予定。名前(フルネーム)と所属を必ず記載
してください。
名前の設定

原則としてフルネームでの設定をお願いいたします。
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第2回 生活行為工夫情報コンテスト

選考方法

コンテストの目的

• 生活行為における作業療法の支援技術の蓄積

• 生活行為の困りごとに対する作業療法のワザ（業・技）についての理解を深め
る機会とする

景 品

最優秀賞 ご当地ギフトブック ＋ 臨床で役立つ道具（松）

特別賞 商品券3000円相当 ＋ 臨床で役立つ道具（竹）
優秀賞 商品券2000円相当 ＋ 臨床で役立つ道具（梅）

審査基準

� ⽣活⾏為の困りごとの着眼点

� 解説が丁寧で⼀般の⽅が⾒てもわかりやすい⽂章表現
� わかりやすいようにイラストや画像を⽤いた表現

� アイデアの新しさ・斬新さ
� ⾒た⼈に与えるインパクト
� ⼈︓作成のための技術の必要性

� ⾦︓コスト⾯
� 物︓材料の調達のしやすさ

� ⼯夫情報の汎⽤性の⾼さ

最優秀賞 運営委員による選考
特別賞・優秀賞 学会内でのWEBアンケート

利用登録用ID: yokaot 利用登録用パスワード：otot

既に登録している方は、ID：会員番号 パスワード：登録メールアドレス
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＃企画１



【当日までの流れ】
事前に公開される発表（動画・PDF）を見て、質問や意見を質問入力フォー
ムへ入力してください。

【タイムスケジュール】
2020年12月6日（日）
セッションA 10：30 ～ 11：00

セッションB 11：00 ～ 11：30

セッションC 12：00 ～ 12 ：30

【方法】
Zoomによるオンラインにて実施いたします。
ZoomのミーティングIDは、事前にお知らせするものをご確認いただき、入

室していただきます。ミーティングIDは学会誌”参加者へのお知らせ”ページを
ご参照ください。途中入退室は自由です。

【内容】

座長を中心とし、事前に質問フォームにお寄せいただいた質問に対する返

答と、その場での質疑応答を行います。その場での参加者の皆様からのご質
問は口頭での質問と、チャット機能を併用します。

一般演題 質疑応答

～あなたの疑問はみんなの疑問～

本学会での一般演題は動画形式での発表になります。

そこで、今回『一般演題 質疑応答〜あなたの疑問はみんなの疑問〜』
では、事前に公開された一般演題の発表（動画・PDF）への質疑応答をオン
ラインで行うこととなりました。

発表の聴講を通して、普段の臨床でのお困り事や疑問点について、オン

ラインだからこそ気軽に質問できる、そんな形を参加者の皆様と一緒に作
っていけたら、と思います。何気ない率直な疑問や質問も大歓迎です。

気になる事、知りたい事を解消し、皆さんに実りのある会になるように。

新しい形をみんなで作りましょう！！

ぜひ、ご参加お待ちしております！

発表（動画・PDF）へ 質問入力フォームへ
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#セッション別タイムスケジュール（当日）

【セッションB】

【セッションC】

【セッションA】

10:30

~

11:00

座長：鎌田洋輔

（社会医療法人 スミヤ 角谷リハビリテーション病院）

A-1 骨盤が安定したことで体幹の分節的な動きが可能となり

右上肢の探索活動を行ったことで更衣動作の獲得につながった左被殻出血の一症

例

医療法人研医会田辺中央病院 山根漢

A-2 座位の安定により失調が軽減し生活動作が拡充した小脳出血の一症例

医療法人研医会田辺中央病院 森本佳恵

A-3 「治ったら使う」と受動的であったアテローム血栓性脳梗塞患者が,

CI療法導入を契機に左上肢の使用頻度が増え,上肢機能が改善した一例.

白浜はまゆう病院南紀白浜温泉リハビリテーションセンター 林誠

11:00

~

11:30

座長：舩渡勝弘

（公益財団法人白浜i医療福祉財団 白浜はまゆう病院）

B-1 手指伸展拘縮に対する装具療法の工夫

南和歌山医療センター 藤澤秀生

B-2 アシスティブ・テクノロジーの活用に向けた課題と役割

ー筋ジストロフィー症者へのiPhone操作に対する支援からー

紀州リハビリケア訪問看護ステーション 横山みなみ

B-3 家事の自立を目的に上肢用ロボット型運動訓練装置ReoGo-Jと

課題指向型アプローチを併用した症例ー独居生活に向けてー

医療法人南労会紀和病院 東海良弥

12:00
~

12:30

座長：井口 知也

(大阪保健医療大学保健医療学部リハビリテーション学科作業療法学専攻）

C-1 趣味のバドミントンのスマッシュ動作で

非利き手側の大胸筋鎖骨部に疼痛が生じた一症例

医療法人研医会 田辺中央病院 淺井勇也

C-2 目標設定を行うことで、リハビリテーション意欲、離床意欲の改善に繋がった症

例

医療法人南労会 紀和病院 西嶋彬

C-3 作業療法の説明，面接を通じて，麻痺手を主体的に使用し，

日々のフィードバックにより食事の際にお椀を把持できるようになった事例

社会福祉法人 琴の浦リハビリテーションセンター 久木瑞穂

C-4 作業における文脈の理解を欠き,作業参加が促進されなかった事例

医療法人南労会 紀和病院 尾崎友紀
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A-1．骨盤が安定したことで体幹の分節的な動きが可能となり右上肢の探索活

動を行ったことで更衣動作の獲得につながった左被殻出血の一症例

医療法人研医会田辺中央病院 山根漢

A-2．座位の安定により失調が軽減し生活動作が拡充した小脳出血の一症例

医療法人研医会田辺中央病院 森本佳恵

A-3．「治ったら使う」と受動的であったアテローム血栓性脳梗塞患者が,CI療

法導入を契機に左上肢の使用頻度が増え,上肢機能が改善した一例.

白浜はまゆう病院南紀白浜温泉リハビリテーションセンター 林誠

A-4．「自分で車椅子に乗りたい」両下肢切断患者が移乗の介助量軽減により

自宅退院可能となった事例

医療法人南労会紀和病院 浅尾拓

【座長】 鎌田洋輔

（社会医療法人スミヤ
角谷リハビリテーション病院）

#一般演題 セッションA

発表（動画・PDF） 質問入力フォームへ
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B-1．手指伸展拘縮に対する装具療法の工夫

南和歌山医療センター 藤澤秀生

B-2．アシスティブ・テクノロジーの活用に向けた課題と役割

ー筋ジストロフィー症者へのiPhone操作に対する支援からー

紀州リハビリケア訪問看護ステーション 横山みなみ

B-3．家事の自立を目的に上肢用ロボット型運動訓練装置ReoGo-Jと

課題指向型アプローチを併用した症例ー独居生活に向けてー

医療法人南労会 紀和病院 東海良弥

B-4．「箸でご飯を食べたい」

～症例に沿った介助箸を段階付けして～

医療法人南労会 紀和病院 竹田裕一

B-5．「自分の家でお風呂に入りたい！」

～高齢下腿切断患者の自宅での入浴方法についての検討～

医療法人南労会 紀和病院 松尾範子

B-6．環境調整により自己摂取量が増加したレビー小体型認知症の事例

貴志川リハビリテーション病院 藤本梨沙

【座長】 舩渡勝弘

（公益財団法人白浜i医療福祉財団
白浜はまゆう病院）

#一般演題 セッションB

発表（動画・PDF） 質問入力フォームへ
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C-1. 趣味のバドミントンのスマッシュ動作で非利き手側の大胸筋鎖骨部に

疼痛が生じた一症例

医療法人研医会田辺中央病院 淺井勇也

C-2. 目標設定を行うことで、リハビリテーション意欲、離床意欲の改善に

繋がった症例

医療法人南労会紀和病院 西嶋彬

C-3. 作業療法の説明，面接を通じて，麻痺手を主体的に使用し，日々の

フィードバックにより食事の際にお椀を把持できるようになった事例

社会福祉法人琴の浦リハビリテーションセンター 久木瑞穂

C-4. 作業における文脈の理解を欠き,作業参加が促進されなかった事例

医療法人南労会紀和病院 尾崎友紀

【座長】 井口知也

（大阪保健医療大学保健医療学部
リハビリテーション学科作業療法学専攻）

#一般演題 セッションC

質問入力フォームへ発表（動画・PDF）
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OT第◯世代

〜話そう・聴こう・繋がろう 同世代OTの座談会〜

仲間を作って解決できます！

学びや成長意欲の促進
↓

「モチベーションup」

「知識･技術の共有」

県内OT同士での
コミュニケーションup!!

↓

「悩み相談の場」

「県士会の繋がり強化」

・臨床のことや職場の悩みを相談できる人がいない…

・仕事に対するモチベーションが上がらな…

・他のOTと関わりたいけど、関わる機会がない…

・もっと勉強できる環境が欲しい…

曜日 月 火 水 木 金

世代 20歳代 30歳代 アラサー世代 40歳代 50歳~60歳代

メンバー

富谷 碧
(貴志川
リハビリテーション病院)

森 優真
(ひだか病院)

渡部 雄太
(介護老人保健施設

さくらの丘)

方村 弥鈴
(プライマリーリハビリ
訪問看護ステーション)

蔵富 大治
(愛徳医療福祉センター)

平山 皓次
(リハビリテーション
デイサービス紀のいえ)

上山 翔太郎
(紀州リハビリケア
訪問看護ステーション)

松下 隼也
(紀和病院)

宮川 祐哉
(放課後等デイサービス
ケアステーションみなと)

岩崎 友哉
(介護老人保健施設

エスポワール)

高垣 じゅん
(介護老人保健施設

和佐の里)

寺村 健三
(和歌山県立

医科大学附属病院)

藤澤 秀生
(南和歌山医療センター)

島 美加
(フリーランス)

髙田 美由紀
(和歌山ろうさい病院)

谷口 雅美
(栗原整形外科リハビリテ

ーションセンター)

尼寺 謙仁
(伏虎リハビリテーション
病院)

森 功一
(琴の浦リハビリテーショ
ンセンター)

内容：各年代にごとに毎日１時間の座談会

テーマ：変化する悩み・役割

時間：12/7(月)〜11(金) 20:00〜21:00

メンバー：５名程度が毎日入れ替わり

先輩や上司の想いや悩み、後輩や部下の想いや悩み。皆さんはご存知ですか? 

いろんな世代で抱えている悩みや想いを共有しながら、
お互いの距離感が近くなる座談会にしていきたいと思います。

#企画３
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他職種と共に考える、作業療法

＃とは？

日時：2020年12月12日（土）10：00〜11：30

場所：Web上（Zoom)

目的

県内外の作業療法士に医療専門職としての自覚と自信をもつ。

出演者

医師（和歌山県立医科大学／幸田剣）

看護師（名手病院／稲垣伊津穂）

理学療法士（居宅介護支援桔梗／雑賀俊行）

作業療法士（貴志川リハビリテーション病院／宮井良太）
言語聴覚士（公立那賀病院／静智弘）

ケアマネジャー（合同会社恵みの風／塩津大輔）

司会（紀和病院／後呂智成、

紀州リハビリケア訪問看護ステーション／横山みなみ）

機械操作（琴の浦リハビリテーションセンター／鍵野将平）

内容

リハビリテーション医療においてはチームで対象者に関わるこ

とが重要で、作業療法士はチーム内で非常に重要な役割と感じて

います。そこで、今回は日頃より関わりのある他職種と作業療法
士との意見交換を行いたいと思います。

具体的には『作業療法士と一緒に仕事を行い素晴らしいと思った

こと今後期待したいこと』について意見交換をできればと思いま
す。

作業療法士自身が他職種から意見よりいただくことで、医療専

門職としての自覚を持ち、また自信に繋がる一助になればと考え
ています。

流れ ９１分

オリエンテーション：３分→自己紹介：１０分→説明：３０分

（各自お題のスライド提示）→休憩：５分→座談：４０分（ディ

スカッション）→総括：３分（幸田医師）

#企画４



第１７回 和歌山県作業療法学会

運営委員一覧

《学会長》

鍵野 将平 琴の浦リハビリテーションセンター

《実行委員長》

後呂 智成 紀和病院

横山 みなみ 紀州リハビリケア訪問看護ステーション

《実行委員》

久木 瑞穂 琴の浦リハビリテーションセンター

杉谷 武人 愛徳医療福祉センター

谷畑 恵吏加 琴の浦リハビリテーションセンター

中本 康介 琴の浦リハビリテーションセンター

《キャプテン》

【一般演題】

泉浦 文哉 愛徳医療福祉センター

【庶務】

魚住 佐代子 済生会和歌山病院

【会計】

栗栖 彩歌 済生会有田病院

【OT第◯世代】

小林 崇 琴の浦リハビリテーションセンター

【他職種座談会】

宮井 良太 貴志川リハビリテーション病院

【広報部】

山下 桃花 琴の浦リハビリテーションセンター

《オブザーバー》

西田 裕希 紀和病院
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